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（2）漏水調査実施計画

（3）水道施設更新計画
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（2）水道施設・管路に関する指標

（3）水道の維持管理に関する指標

（4）水道事業における環境に関する指標

（5）水道事業会計に関する指標

（6）職員（水道事業会計支弁職員）
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（1）下水道の普及に関する指標

（2）下水道施設・管路に関する指標

（3）下水道の維持管理に関する指標

（4）下水道事業における環境に関する指標

（5）下水道事業会計に関する指標

（6）職員（下水道事業会計支弁職員）
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（1）行政区域に関する指標

（2）災害に強い上下水道に関する指標

（3）水循環社会の形成に関する指標

（4）環境に配慮した事業運営に関する指標

（5）広報・広聴に関する指標

（6）職員に関する指標
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Ⅰ　熊本市水道事業の沿革
１　水道事業のあゆみ 31

２　拡張事業の推移 32
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１　建設改良工事の概況 53
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（1）取水施設

（2）浄水施設

ア　圧力式ろ過設備

イ　次亜塩素酸ナトリウム滅菌設備

ウ　紫外線処理設備

（3）送水施設

（4）配水施設

ア　配水池施設

イ　加圧配水施設

ウ　配水池貯留能力

４　管路施設 72

（1）口径別

ア　導水管布設延長

イ　送水管布設延長

ウ　配水管布設延長

エ　導・送・配水管布設延長
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ア　新設管路延長

イ　管路の更新

（3）送・配水管付属器具設置数
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３　加入金口径別収入状況 108

４　手数料収入状況 108

５　給水装置工事受付状況 109
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（2）資本的収入及び支出

３　損益計算書 114

４　貸借対照表 116

５　キャッシュ・フロー計算書 118

６　性質別支出状況 118
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４　管路整備 149
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６　ポンプ場 151
（1）ポンプ場調書

（2）マンホールポンプ場調書

７　マンホール数、汚水・雨水ます数 156

８　災害用マンホールトイレ 156

９　浄化センター 156
（1）中部浄化センター

（2）東部浄化センター

（3）南部浄化センター

（4）西部浄化センター

（5）城南町浄化センター

１０　下水道施設位置図 162
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Ⅳ　下水道の維持管理
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８　浄化センター水質検査結果 171
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１　受益者負担金制度 175

２　排水設備工事受付状況 175

３　受益者負担金及び分担金調定収納状況 175
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８　排水設備普及促進 177
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（2）共同排水設備設置への助成
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